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連結実績の業績予想との差異、個別業績の前期実績値との差異 

及び個別決算における特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2026 年 3 月期(2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日)の連結及び個別決算につきまして、2025 年 5 月

15 日に公表いたしました 2026 年度の通期連結業績予想、並びに個別業績の前期実績値と、本日公表の

実績値との間に差異が生じました。また、特別損失を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

1. 連結業績予想値と実績との差異(2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当た り 

当 期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 

(2025 年 5月 15 発表) 

百万円 

68,700 

百万円 

4,750 

百万円 

5,020 

百万円 

3,450 

円 銭 

117.06 

当 期 実 績 ( B ) 72,967 6,118 6,569 3,873 131.22 

増 減 額 ( B - A ) +4,267 +1,368 +1,549 +423  

増 減 率 ( % ) +6.2% +28.8% +30.9% +12.3%  

（ご参考）前期実績 

（202 5 年 3 月期） 
67,380 3,652 3,477 1,778  

 

差異の理由 

 国内外の流通在庫の解消とともに、主要産業の需要が徐々に回復したことなどから、中国や米国を中心

にグローバルで堅調に推移し、売上高は当初公表値を上回る結果となりました。売上高の増収効果により、

営業利益及び経常利益も大幅に伸長いたしました。 

  



2．通期個別業績数値と前期実績値との差異(2025 年 4月 1 日～2026 年 3月 31 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当た り 

当 期純利益 

 

前 期 実 績 ( A ) 

百万円 

26,092 

百万円 

954 

百万円 

4,153 

百万円 

4,356 

円 銭 

147.81 

当 期 実 績 ( B ) 27,193 1,397 4,466 2,498 84.62 

増 減 額 ( B - A ) +1,100 +443 +313 △1,858  

増 減 率 ( % ) +4.2% +46.4% +7.5% △42.7%  

 

差異の理由 

連結業績同様、日本においても流通在庫の解消とともに、足元において工作機械、ロボット、半導体

など主要産業の需要が徐々に回復し始めたことなどにより前事業年度と比べて増収となりました。 

売上高の増収に伴い営業利益及び経常利益は前事業年度に比べ増益となりましたが、当期純利益につ

きましては、前事業年度は関係会社株式売却益が発生したことや、当期において関係会社株式評価損な

どを計上したことにより減益となりました。 

 

 

3．特別損失の内容 

 当社連結子会社である IDEC ALPS Technologies 株式会社に対する投融資等について評価を行った結

果、関係会社株式評価損 102 百万円、関係会社貸倒引当金繰入額 500 百万円、関係会社事業損失引当

金繰入額 464 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

連結業績に与える影響 

 個別決算におけるこれらの特別損失は、連結財務諸表上において全額消去されるため、連結業績へ

の影響はございません。 

 

 

以 上 


